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近年、医薬品・農薬などの生理活性物質や液晶に代表される機能性材料の研究開発において有

機フッ素化合物の果たす役割はますます大きくなっている。なかでも有機化合物中の特定の位置

にフッ素を導入するための方法論の開発は重要な課題である。当研究室ではすでに、1,1-ジフルオ

ロエチレンから高収率で（-フルオロビニル）メチルジフェニルシランを合成する方法を開発し、

ケイ素置換基の特性を生かした-フルオロビニル基の導入反応を報告している。今回、この（-

フルオロビニル）シランの位に炭素置換基を導入する目的で Mizoroki-Heck 反応の適応を検討し

た。 

ハロゲン化アリールに 4’-ヨードアセトフェノンを選び、（-フルオロビニル）シランとの

Mizoroki-Heck 反応を検討した。その結果、酢酸パラジウム触媒存在下、炭酸銀を塩基に用い、1,4-

ジオキサン中、90℃で反応させることにより、目的とした（-アリール--フルオロビニル）シラ

ンが E 選択に得られることを見いだした。また、収率向上のためには MS4Å の添加が必須である

ことが判明した。得られた付加体は、脱シリル化を経て対応する-フルオロスチレン誘導体に変

換できることも分かった。 
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